
福島県会津「阿賀川(大川)、洪水の歴史」
阿賀川は、南会津町田島から県境までは「荒海川」、田島から下郷町湯ノ上までは「大川」、

湯ノ上から会津美里町本郷までは「鶴沼川」、その下流門田町・神指町付近「大川」、北会津の
蟹川付近を「蟹川」、村田橋下流道の駅会津付近を「佐野川」と呼んでいました。

最大の洪水は天文五年（1536）６月２８日「白髭の水」
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天文五年(1536)の白髭水『会津旧事雑考』より
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